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道路・鉄道線形計画システム「APS-MarkⅣ（LT）」 Ver13.0

　

線形関連ソフト

https://www.mtc-aps.co.jp

v LandXML1.2に準じた3次元設計データ交換標準（案）Ver1.4（J-LandXML）に対応しました

✓ 【地形線を用いた地層表現】のインポート／エクスポートに対応

v 現況図【地層境界面】からの「土層取得」、「土量計算」に対応しました

地形線を用いた地層表現

土層取得・土量計算

土量システム「OP-BOS」でご利用できます。

＜現況・土層の作成方法＞

✓ J-LandXMLからのインポート

✓ 土層線を含む平面現況図から作成（APS-ZE Ver5.6以降で作成）

✓ 数値入力

現況地形

地層境界面

地層境界面

地層境界面

※ 法面計算：旧仕様のみ対応

v 縦断図（NEXCO）対応（機能強化）しました

✓ 縦断図マスタに「NEXCO（H29.9）（A3用紙）」を追加

✓ 勾配（風車表示）で、VCL・VCRがない変化点および図面始終点に、NEXCO

勾配（風車）表示を追加

✓ 風車のサイズを帯高に応じて自動変更

✓ 片勾配すりつけ図の余白設定を追加

v 測点旗上げ設定に登録してある測点の一括削除に対応しました

v 参照横断面設定に「測点先頭文字」の設定を追加しました

図面始点VCL・VCRなし 図面終点

＜風車＞

道路横断図システム「APS-ODAN」Ver4.0

v LandXML1.2に準じた3次元設計データ交換標準（案）Ver1.4（J-LandXML）に対応しました

✓ 【地形線を用いた地層表現】のエクスポートに対応

v 現況図【地層境界面】からの「土層取得」、「土量計算」に対応しました

v 図面出力時に区間長の表示を追加しました

v 測点リスト生成時に「曲線半径に対する間隔」を追加しました（J-LandXML作成時に必要な測点間隔）

v 横断現況図を背景に横断図を出力した場合、微小なズレが生じていた件を修正しました

粘性土

軟岩

砂質土

土層取得・土量計算

土量集計表に反映します。

※ 土層名は入力です

J-LandXMLの出力イメージ（スケルトンモデル）

地層も含めて出力できます。

スケルトンモデル
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＜注意＞

現況図（APT）のファイル形式を変更しました。

各最新版で作成した「APTファイル」は、旧バージョンでは読み込むこ

とができませんのでご注意ください。

※  APS-3D Viewer をご利用のお客様は、

弊社ホームページより最新版をダウンロー

ドしてください

交差点設計図化システム「APS-C」Ver11.0

v 付加車線の拡幅に対応しました（右折車線、左折車線、ゼブラ区間）

v 丁字交差点を新規作成した場合の幅員構成を見直しました（線形が2本で構成されている場合）

＜旧バージョン＞ ＜Ver11.0＞

ゼブラが設定されます

v ラウンドアバウトの機能を強化しました

✓ 図面出力時の軌跡図で、「走行ルート毎にレイヤを分ける」機能を追加

✓ 分離島形状に「外側線に沿う」を追加

✓ 分離島形状に「横断歩道までオフセットを保持する」を追加

✓ 分離島形状に「端部形状」を追加（本線シフトで決まらない場合に有効）

✓ 分離島形状に「延長設定」を追加

＜走行ルート毎にレイヤを分ける＞

「外側線に沿う」を追加

外形線に沿う

軌跡図

「横断歩道までオフセットを保持する」 オフセットを保持

「端部形状」を追加 「延長設定」を追加
端部形状

起点からの距離

基点：環道路肩線

単路部まで
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現況高さ編集ソフト「APS-ZE」Ver5.6

土層面データの作成に対応しま

した。作成済み面データを平行

コピーして作成します。

最新のAPS-MarkⅣ（LT含む）、

APS-ODANで利用できます。

現況地形

地層境界面※  保守契約中のお客様は、弊社ホームペー

ジより無償でダウンロードできます

ゼブラなし
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